
UQモバイルストア編集部による「uqモバイルの学割の裏ワザ」に関するユーザーディス
カッション議事録 
 

 

パート1: 

発言1-1: 通信業界アナリスト 
UQモバイルの学割「UQ親子応援割」は、2024年11月15日から開始された新しいキャンペーンで
す。5歳から18歳以下の子供とその家族を対象に、コミコミプラン+が1年間1,320円割引されます。基
本料金3,278円が1,958円になるため、確かに魅力的です。 

発言1-2: 消費者心理学者 
「裏ワザ」という言葉には、「知っている人だけが得をする」という特別感があります。ユーザーは違法

な方法を求めているのではなく、「公式には目立たないが合法的な節約方法」を期待しています。こ

の心理を理解することが重要です。 

発言1-3: 家計管理アドバイザー 
保護者にとって、子供のスマホ代は家計の大きな負担です。学割で月額1,958円は魅力的ですが、1
年後に割引が終了すると月額3,278円に跳ね上がります。この「出口戦略」をどうするかが、最大の
関心事になるはずです。 

発言1-4: モバイル通信技術者 
UQモバイルはau回線を使用しており、通信品質は格安SIMの中でも非常に高いレベルです。しか
し、ユーザーは「本当に速度が出るのか」「混雑時に遅くならないか」という不安を抱えています。実

測データの提示が信頼性を高めます。 

発言1-5: デジタルマーケティング専門家 
競合記事を見ると、学割の基本情報は網羅されていますが、「割引終了後にどうすればいいか」とい

う具体的な行動指針が不足しています。ここが差別化のポイントになります。 

発言1-6: 教育・子育て専門家 
保護者は子供にスマホを持たせる際、料金だけでなく「フィルタリング」や「データ使用量のコントロー

ル」にも強い関心を持っています。特に、「LINEは制限されるのか」「YouTubeは見られるのか」という
具体的な疑問があります。 



発言1-7: 法律・規制専門家 
「裏ワザ」という表現を使う際は、違法性がないことを明確にする必要があります。公式の制度を組

み合わせた方法のみを紹介し、不正な方法は一切含めないことが重要です。 
 

 

パート2:  

発言2-1: 消費者心理学者 
ユーザーが「裏ワザ」を検索する背景には、「公式情報が複雑で分かりにくい」という不満がありま

す。UQモバイルの公式サイトには、自宅セット割、家族セット割、au PAYカードお支払い割など、複
数の割引が存在し、どれを組み合わせれば最もお得になるかが一目では分かりません。 

発言2-3: 家計管理アドバイザー 
保護者は「トータルコスト」で判断します。単にスマホ代が安くなるだけでなく、自宅のインターネット回

線料金、電気代、手続きの手間などを含めて考えます。自宅セット割を適用するためにauひかりに
乗り換える場合、解約時の撤去工事費31,680円というリスクがあることを明示する必要があります。 

発言2-4: 通信業界アナリスト 
UQ親子応援割の最大の問題点は、「対象プランがコミコミプラン+のみ」という点です。割引終了後も
コミコミプラン+を継続すると月額3,278円になり、割高です。トクトクプラン2に変更すれば最安1,628
円になりますが、この情報は公式サイトでは目立ちません。 

発言2-5: デジタルマーケティング専門家 
競合記事の弱点は、「19歳以上の学生」への対応が不十分な点です。UQ親子応援割は18歳以下
が対象のため、19歳以上の大学生などは学割の対象外です。しかし、「家族セット割」を活用すれば
永年550円/月の割引を受けられます。この情報は非常に価値があります。 

発言2-6: モバイル通信技術者 
データ容量の不安を解消するためには、「節約モード」の実用性を具体的に示す必要があります。最

大1Mbpsの節約モードでYouTubeの480p動画がほぼ途切れなく視聴できることは、実測データとし
て非常に強力です。 

発言2-7: 教育・子育て専門家 
保護者は「子供がスマホで何をしているか」を把握したいと考えています。フィルタリングの設定方法

だけでなく、「子供との利用ルールの決め方」も重要なコンテンツになります。 



発言2-8: ITサポート専門家 
ITリテラシーが低い保護者にとって、オンライン契約は不安です。しかし、オンライン契約の方が最大
20,000円相当のau PAY残高還元があるため、費用面で有利です。「オンライン契約でもサポートを
受けられる方法」を提示することで、不安を解消できます。 
 

 

パート3:  

発言3-1: 通信業界アナリスト 
裏ワザとして最も効果的なのは、「契約者と利用者を分ける」方法です。契約者を親、利用者を子供

として登録すれば、親がメインで使う回線に学割を適用できます。これにより、親自身が大容量のコ

ミコミプラン+を1年間、月額1,958円で利用できます。 

発言3-3: 家計管理アドバイザー 
家族で3回線以上契約すると、3回線目以降の割引額が880円増額されます。これにより、3回線目
以降の料金が月額1,078円まで下がります。子供が複数いる家庭にとっては、非常に大きな節約効
果があります。 

発言3-4: デジタルマーケティング専門家 
「トクトクとミニミニを交互に変更する」裏ワザも効果的です。データ繰り越し機能を活用することで、

実質的に月平均13GBを1,628円で利用できます。ただし、毎月のプラン変更手続きが必要なため、
手間を惜しまないユーザー向けです。 

発言3-5: 消費者心理学者 
この裏ワザは「節約マニア」セグメントに強く訴求します。手間を惜しまず、最もお得な方法を追求す

るユーザーにとって、非常に魅力的な情報です。 

発言3-6: 法律・規制専門家 
これらの裏ワザは全て公式の制度を組み合わせた合法的な方法です。違法性は一切ありません。

ただし、「裏ワザ」という表現を使う際は、冒頭で「合法的な方法である」ことを明確にする必要があり

ます。 

発言3-7: ITサポート専門家 
既存ユーザーが後から学割を適用する方法も重要です。一度別のプランに変更してから再度コミコミ

プラン+に戻すことで、学割を適用できます。この情報は、既にUQモバイルを契約しているユーザー
にとって非常に価値があります。 



発言3-8: モバイル通信技術者 
裏ワザの実践には、プラン変更のタイミングが重要です。プラン変更は翌月適用のため、1ヶ月程度
のタイムラグが発生します。この点を明記しないと、ユーザーが混乱する可能性があります。 
 

 

パート4:  

発言4-1: 家計管理アドバイザー 
学割の最大の落とし穴は、1年後に割引が終了し、料金が月額3,278円に跳ね上がることです。何も
対策をしないと、年間で15,840円も損をしてしまいます。「出口戦略」の提示が、この記事の最大の
差別化ポイントになります。 

発言4-2: 通信業界アナリスト 
出口戦略として最も現実的なのは、「トクトクプラン2への変更」です。自宅セット割とau PAYカードお
支払い割を適用すれば、月額1,628円（5GBまで）で利用可能です。コミコミプラン+継続時と比較し
て、最大1,650円/月の節約が可能です。 

発言4-4: デジタルマーケティング専門家 
プラン変更のタイミングは「割引終了月の前半〜中旬」が最適です。この具体的なタイミングを明記

することで、ユーザーの行動を促すことができます。 

発言4-5: 消費者心理学者 
ユーザーは「いつ、何をすればいいか」という具体的な行動指針を求めています。抽象的な説明では

なく、「割引終了月の前半にトクトクプラン2へ変更する」という明確な指示が重要です。 

発言4-6: モバイル通信技術者 
トクトクプラン2は、データ利用量が5GB以下の場合に自動的に1,100円割引されます。この「段階
制」の仕組みを理解していないユーザーが多いため、料金シミュレーション表で視覚的に示す必要が

あります。 

発言4-7: 家計管理アドバイザー 
出口戦略の第2の選択肢は、「他社へのMNP」です。UQモバイルには最低利用期間や解約違約金
がないため、1年後に他社のキャンペーンを狙ってMNPするのも賢い選択です。ただし、短期解約を
繰り返すとブラックリストに載るリスクがあります。 



発言4-8: 法律・規制専門家 
総務省の見解により、短期解約のみを理由とした契約拒否は違法とされています。しかし、キャリア

独自の審査がなくなるわけではありません。安全な乗り換えの推奨期間は「8ヶ月以上」です。 
 

 

パート5:  

発言5-1: 通信業界アナリスト 
自宅セット割は、UQモバイルの料金を大幅に下げるための鍵ですが、その適用には「auひかり」な
どの対象インターネット回線、または「auでんき」の契約が必要です。特にインターネット回線の変更
には、見過ごせない「隠れたコスト」が存在します。 

発言5-2: 家計管理アドバイザー 
auひかりの最大の注意点は、戸建てプランの場合、解約時に撤去工事費31,680円が発生する可能
性があることです。これは「入口は無料、出口は有料」の典型的なモデルです。契約時はお得に見え

ますが、解約時に大きな費用がかかります。 

発言5-3: 消費者心理学者 
ユーザーは「入口は無料、出口は有料」という囲い込み戦略に対する警戒心を持っています。隠れ

たコストやリスクを明示することで、記事の信頼性を高めることができます。 

発言5-4: デジタルマーケティング専門家 
競合記事では、自宅セット割の解約時のリスクがほとんど言及されていません。この情報を詳細に

解説することで、大きな差別化ポイントになります。 

発言5-5: ITサポート専門家 
自宅セット割は自動適用されず、別途申し込みが必要です。ユーザーは「auひかりに契約すれば自
動的に割引される」と誤解しやすく、申し込みを忘れると割引を受けられません。この点を強調する

必要があります。 

発言5-6: モバイル通信技術者 
auひかりの開通には1〜2ヶ月かかる場合があります。この期間中は自宅セット割が適用されないた
め、ユーザーは「すぐに割引が受けられない」という不満を抱く可能性があります。 



発言5-7: 法律・規制専門家 
auひかりの契約書には、撤去工事費に関する記載がありますが、小さな文字で書かれているため、
見落とすユーザーが多いです。記事では大きく目立つ形で注意喚起する必要があります。 

発言5-8: 家計管理アドバイザー 
auでんきとのセット割も選択肢の一つですが、電気代の節約効果は限定的です。自宅のインター
ネット回線を変更するよりもリスクは低いですが、割引額も小さいため、トータルコストで判断する必

要があります。 
 

 

パート6:  

発言6-1: 教育・子育て専門家 
UQ親子応援割は18歳以下が対象のため、19歳以上の大学生などは学割の対象外です。この点に
不満を持つユーザーが多く、「19歳以上 学割」というキーワードで検索するユーザーが一定数存在
します。 

発言6-2: 通信業界アナリスト 
19歳以上の学生でも、「家族セット割」を活用すれば永年550円/月の割引を受けられます。親の契約
グループに「家族」として加入することで、割引が適用されます。 

発言6-4: ITサポート専門家 
家族セット割の手続きは、親と同姓・同住所の場合はオンラインで完結しますが、別姓・別住所の場

合はauショップ/UQスポットでの手続きが必須となり、戸籍謄本（発行から3ヶ月以内）などが必要に
なります。 

発言6-5: 消費者心理学者 
19歳以上の学生は、「学割から排除された」という不満を抱いています。この不満に共感し、「家族
セット割という代替案がある」という解決策を提示することで、記事の価値を高めることができます。 

発言6-6: デジタルマーケティング専門家 
家族セット割の手続きは少々面倒ですが、一度設定すれば永年割引が続きます。この「永年」という

点を強調することで、ユーザーの行動を促すことができます。 



発言6-7: 家計管理アドバイザー 
19歳以上の学生は、親の契約に入ることへの抵抗感を持っている場合があります。その場合は、
ahamoやpovoなどのオンライン専用プランとの比較も提示する必要があります。 

発言6-8: 通信業界アナリスト 
オンライン専用プランは、家族割がない代わりに、基本料金が安く設定されています。データ利用量

や通話の頻度によって、どちらが適しているかが変わります。 
 

 

パート7: データ容量の不安と節約モード 

発言7-1: モバイル通信技術者 
「データ容量が足りなくなるかも…」という不安は、UQモバイルの「節約モード」で解消できます。この
機能を使えば、データ容量を一切消費せずに通信が可能です。 

発言7-2: 教育・子育て専門家 
保護者は「子供がデータを使いすぎるのではないか」という不安を抱いています。節約モードを活用

すればデータ容量を消費せずに通信できることは、大きな安心材料です。 

発言7-3: デジタルマーケティング専門家 
節約モードの実用性を具体的に示すことが重要です。「YouTubeの480p動画がほぼ途切れなく視聴
可能」という実測データは、非常に強力な訴求ポイントになります。 

発言7-4: 消費者心理学者 
ユーザーは「節約モードで何ができるか」という具体的な情報を求めています。抽象的な説明ではな

く、「YouTubeの480p動画が見られる」「音楽ストリーミングが快適」という具体例が重要です。 

発言7-6: ITサポート専門家 
節約モードの切り替えは「My UQ mobile」アプリでワンタッチです。この簡単さを強調することで、
ユーザーの不安を解消できます。 

発言7-7: モバイル通信技術者 
最大1Mbpsの節約モードは、トクトクプランとコミコミプラン+で利用可能です。一方、ミニミニプランは
最大300kbpsです。この違いを明確にする必要があります。 



発言7-8: 家計管理アドバイザー 
節約モードを活用すれば、データ容量の小さいプランでも十分に使えます。これにより、料金を抑え

ることができます。 
 

 

パート8:  

発言8-1: 法律・規制専門家 
キャンペーンを渡り歩くMNPは魅力的ですが、短期解約を繰り返すと「ブラックリスト」に登録されるリ
スクがあります。総務省の見解により、短期解約のみを理由とした契約拒否は違法とされています

が、キャリア独自の審査がなくなるわけではありません。 

発言8-2: 通信業界アナリスト 
ブラックリストには3種類あります。 
 

1.​ キャリア独自のブラックリスト（転売目的の短期解約、虚偽申告など） 
2.​ 全キャリア共有のブラックリスト（料金の不払いによる強制解約） 
3.​ 信用情報機関のブラックリスト（端末の分割払い料金の滞納） 

発言8-3: 消費者心理学者 
ユーザーは「ブラックリストに載るのではないか」という恐怖を抱いています。この不安を解消するた

めには、具体的な期間や条件を明示する必要があります。 

発言8-4: デジタルマーケティング専門家 
「mnp ブラックリスト」というロングテールキーワードは、検索ボリュームが高く、ユーザーニーズが非
常に強いです。このキーワードを見出しに含めることで、SEO効果が高まります。 

発言8-5: 法律・規制専門家 
短期解約と見なされやすい期間は「6ヶ月未満」です。安全な乗り換えの推奨期間は「8ヶ月以上」で
す。この具体的な期間を明記することで、ユーザーの不安を解消できます。 

発言8-6: 家計管理アドバイザー 
最も危険なのは「端末分割金の滞納」です。これをやってしまうと、信用情報機関に記録が残り（完済

後も最長5年間）、携帯契約だけでなく、あらゆる金融取引に深刻な影響が出ます。 



発言8-7: ITサポート専門家 
ブラックリストに載ると、新規契約や機種変更ができなくなるだけでなく、クレジットカードやローンの

審査にも影響が出ます。この深刻さを強調する必要があります。 

発言8-8: 通信業界アナリスト 
料金の未払いや転売目的と疑われる行為は絶対に避け、最低でも半年以上は利用してから乗り換

えるのが賢明です。 
 

 

パート9:  

発言9-1: ITサポート専門家 
ITリテラシーが低い保護者にとって、オンライン契約は不安です。しかし、オンライン契約の方が最大
20,000円相当のau PAY残高還元があるため、費用面で有利です。 

発言9-2: デジタルマーケティング専門家 
「uqモバイル オンライン ショップ 違い」というロングテールキーワードは、検索ボリュームが高く、
ユーザーニーズが非常に強いです。このキーワードを見出しに含めることで、SEO効果が高まりま
す。 

発言9-3: 消費者心理学者 
ユーザーは「オンライン契約で失敗するのではないか」という不安を抱いています。この不安を解消

するためには、契約手続きの具体的なフロー（画像付き）を提示する必要があります。 

発言9-4: 家計管理アドバイザー 
費用面を最優先するなら、オンライン契約が圧倒的に有利です。一方、対面でのサポートや即日開

通を希望する場合はショップ契約が適しています。 

発言9-5: ITサポート専門家 
オンライン契約でもサポートを受けられる方法を提示することで、ユーザーの不安を解消できます。

例えば、My UQ mobileアプリのチャットサポートや電話サポートを活用する方法です。 

発言9-6: モバイル通信技術者 
eSIMの設定方法を知らないユーザーが多いです。eSIMは物理的なSIMカードが不要で、即日開通
が可能ですが、設定方法が分からないとハードルが高く感じられます。 



発言9-7: 教育・子育て専門家 
保護者は「子供のスマホを設定できるか」という不安を抱いています。フィルタリングの設定方法や、

初期設定の手順を画像付きで解説することで、不安を解消できます。 

発言9-8: デジタルマーケティング専門家 
オンライン契約の方が費用面で有利であることを強調しつつ、サポートの方法も提示することで、

ユーザーの行動を促すことができます。 
 

 

パート10:  

発言10-1: 通信業界アナリスト 
Y!mobileの学割とUQモバイルの学割は、料金体系が非常に似ています。しかし、UQモバイルは通
信品質（au回線）と節約モードの実用性で優位性があります。一方、Y!mobileは家族割の割引額が
大きいなどの特徴があります。 

発言10-2: 消費者心理学者 
ユーザーは「どちらが自分に適しているか」という判断基準を求めています。抽象的な比較ではなく、

「データ利用量が多い場合はUQモバイル」「家族で契約する場合はY!mobile」という具体的な判断
基準が重要です。 

発言10-3: デジタルマーケティング専門家 
競合記事では、Y!mobileとの比較が不十分です。この比較を詳細に行うことで、差別化ポイントにな
ります。 

発言10-4: モバイル通信技術者 
UQモバイルの節約モード（最大1Mbps）は、Y!mobileにはない機能です。この点を強調することで、
UQモバイルの優位性を示すことができます。 

発言10-5: 家計管理アドバイザー 
Y!mobileの家族割は、2回線目以降が永年1,100円割引されます。一方、UQモバイルの家族セット
割は永年550円割引です。この違いを明確にする必要があります。 



発言10-6: 教育・子育て専門家 
Y!mobileのフィルタリングサービスも充実しています。UQモバイルとY!mobileのフィルタリング機能
を比較することで、保護者の判断材料を提供できます。 

発言10-7: 通信業界アナリスト 
最終的には、利用状況によって最適な選択が異なります。両社の公式サイトで最新情報を比較する

ことをお勧めします。 
 

 

パート11:  

発言11-1: 教育・子育て専門家 
保護者は「子供がスマホで有害なサイトを見るのではないか」という不安を抱いています。UQモバイ
ルの「あんしんフィルター」は、この不安を解消するための重要な機能です。 

発言11-2: ITサポート専門家 
あんしんフィルターの初期設定では、LINEの利用は制限されません。ただし、保護者が設定を変更
することで、個別に利用を制限することは可能です。この点を明確にする必要があります。 

発言11-3: 消費者心理学者 
保護者は「LINEは制限されるか」という具体的な疑問を持っています。この疑問に明確に答えること
で、記事の価値を高めることができます。 

発言11-4: 教育・子育て専門家 
フィルタリングだけでなく、子供との利用ルールの決め方も重要です。具体的な利用ルールの例を提

示することで、保護者の判断材料を提供できます。 

発言11-5: デジタルマーケティング専門家 
「uqモバイル フィルタリング line」というロングテールキーワードは、検索ボリュームは低いですが、
ユーザーニーズが非常に強いです。このキーワードを見出しに含めることで、ニッチなセグメントを取

り込むことができます。 

発言11-6: ITサポート専門家 
あんしんフィルターの設定方法を画像付きで解説することで、保護者の不安を解消できます。特に、

「どのサイトが制限されるか」「どのアプリが制限されるか」という具体的な情報が重要です。 



発言11-7: 教育・子育て専門家 
子供との利用ルールの例として、「1日の利用時間を2時間以内にする」「夜9時以降は使わない」「食
事中は使わない」などが挙げられます。 

発言11-8: 消費者心理学者 
保護者は「子供との利用ルールをどう決めればいいか」という悩みを抱えています。この悩みに答え

ることで、記事の価値を高めることができます。 
 

 

パート12:  

発言12-1: モバイル通信技術者 
UQモバイルのデータ繰り越し機能は、余ったデータ容量を翌月に繰り越せる便利な機能です。ただ
し、繰り越せるのは基本データ容量のみで、増量オプションで追加されたデータは繰り越せません。 

発言12-2: 家計管理アドバイザー 
データ繰り越しを活用することで、データ容量の過不足を調整できます。これにより、無駄なく効率的

にデータを使えます。 

発言12-3: デジタルマーケティング専門家 
「uqモバイル データ繰り越し 上限」というロングテールキーワードは、検索ボリュームは低いです
が、ユーザーニーズが強いです。このキーワードを見出しに含めることで、ニッチなセグメントを取り

込むことができます。 

発言12-4: 消費者心理学者 
ユーザーは「データ繰り越しの上限はあるか」「有効期限はあるか」という具体的な疑問を持っていま

す。この疑問に明確に答えることで、記事の価値を高めることができます。 

発言12-5: モバイル通信技術者 
データ繰り越しの上限は、基本データ容量と同じです。例えば、トクトクプラン（15GB）の場合、最大
15GBまで繰り越せます。繰り越したデータの有効期限は翌月末までです。 



発言12-6: 家計管理アドバイザー 
データ繰り越しを最大限に活用するためには、「トクトクとミニミニを交互に変更する」裏ワザが効果

的です。トクトクプランで余ったデータをミニミニプランの月に繰り越すことで、常に十分なデータ量を

確保できます。 

発言12-7: デジタルマーケティング専門家 
この裏ワザは、手間を惜しまない節約マニア向けですが、非常に効果的です。実質的に月平均

13GBを1,628円で利用できます。 

発言12-8: ITサポート専門家 
データ繰り越しの状況は、My UQ mobileアプリで確認できます。この確認方法を画像付きで解説す
ることで、ユーザーの利便性を高めることができます。 
 

 

パート13:  

発言13-1: 通信業界アナリスト 
増量オプションは、月額550円でデータ容量を増やせるオプションです。UQ親子応援割では、増量オ
プションⅡが7ヶ月間無料になります。ただし、無料期間終了後は自動的に有料になるため、注意が
必要です。 

発言13-2: 家計管理アドバイザー 
増量オプションの無料期間終了後に解約を忘れると、月額550円が発生します。この点を強調するこ
とで、ユーザーの損失を防ぐことができます。 

発言13-3: 消費者心理学者 
ユーザーは「無料期間終了後に自動的に有料になる」という仕組みに対して、不信感を抱いていま

す。この不信感に配慮し、解約方法を明確に提示する必要があります。 

発言13-4: デジタルマーケティング専門家 
「uqモバイル 増量オプション 解約」というロングテールキーワードは、検索ボリュームは低いです
が、ユーザーニーズが強いです。このキーワードを見出しに含めることで、ニッチなセグメントを取り

込むことができます。 



発言13-5: ITサポート専門家 
増量オプションの解約は、My UQ mobileから簡単に行えます。この解約方法を画像付きで解説する
ことで、ユーザーの不安を解消できます。 

発言13-6: モバイル通信技術者 
増量オプションで追加されたデータは、データ繰り越しの対象外です。この点を明確にする必要があ

ります。 

発言13-7: 家計管理アドバイザー 
増量オプションが必要かどうかは、データ使用量によって異なります。節約モードを活用すれば、増

量オプションなしでも十分に使えます。 

発言13-8: 消費者心理学者 
ユーザーは「増量オプションは必要か」という判断基準を求めています。この判断基準を提示するこ

とで、記事の価値を高めることができます。 
 

 

パート14: 

発言14-1: 通信業界アナリスト 
auでんきとのセット割も、自宅セット割の一つです。auひかりへの乗り換えが難しい場合、auでんきと
のセット割を検討する価値があります。 

発言14-2: 家計管理アドバイザー 
auでんきの節約効果は限定的です。電気代の節約額は、使用量によって異なりますが、月額数百
円程度です。自宅のインターネット回線を変更するよりもリスクは低いですが、割引額も小さいです。 

発言14-3: 消費者心理学者 
ユーザーは「auでんきに乗り換えるメリットはあるか」という疑問を持っています。この疑問に明確に
答えることで、記事の価値を高めることができます。 

発言14-4: デジタルマーケティング専門家 
「auでんき 節約効果」というロングテールキーワードは、検索ボリュームは低いですが、ユーザー
ニーズが強いです。このキーワードを見出しに含めることで、ニッチなセグメントを取り込むことがで

きます。 



発言14-5: 家計管理アドバイザー 
auでんきへの乗り換えは、解約時のリスクが低いため、auひかりへの乗り換えよりもハードルが低い
です。ただし、割引額も小さいため、トータルコストで判断する必要があります。 

発言14-6: ITサポート専門家 
auでんきへの乗り換え手続きは、オンラインで完結します。この手続きの簡単さを強調することで、
ユーザーの行動を促すことができます。 

発言14-7: モバイル通信技術者 
auでんきとのセット割でも、自宅セット割と同じ割引額（月額1,100円）が適用されます。この点を明確
にする必要があります。 

発言14-8: 通信業界アナリスト 
auでんきとのセット割は、auひかりへの乗り換えが難しい場合の代替案として有効です。ただし、電
気代の節約効果は限定的なため、期待しすぎないことが重要です。 
 

 

パート15:  

発言15-1: モバイル通信技術者 
UQモバイルはau回線を使用しており、通信品質は格安SIMの中でも非常に高いレベルです。しか
し、ユーザーは「本当に速度が出るのか」「混雑時に遅くならないか」という不安を抱えています。 

発言15-2: デジタルマーケティング専門家 
実測データの提示が信頼性を高めます。例えば、「平日昼間の混雑時でも平均20Mbps以上の速度
が出る」という具体的なデータが重要です。 

発言15-3: 消費者心理学者 
ユーザーは「格安SIMは遅い」というイメージを持っています。このイメージを払拭するためには、実
測データや利用者の口コミを提示する必要があります。 

発言15-4: ITサポート専門家 
UQモバイルのサポート体制は、チャットサポート、電話サポート、店舗サポートの3つがあります。こ
の多様なサポート体制を強調することで、ユーザーの不安を解消できます。 



発言15-5: 教育・子育て専門家 
保護者は「トラブル時にサポートを受けられるか」という不安を抱いています。この不安を解消するた

めには、サポート体制の具体的な内容を提示する必要があります。 

発言15-6: デジタルマーケティング専門家 
「uqモバイル 速度 実測」というロングテールキーワードは、検索ボリュームが高く、ユーザーニーズ
が非常に強いです。このキーワードを見出しに含めることで、SEO効果が高まります。 

発言15-7: モバイル通信技術者 
UQモバイルの通信品質は、時間帯や場所によって変動します。この変動を考慮した上で、平均的な
速度を提示する必要があります。 

発言15-8: 家計管理アドバイザー 
通信品質とサポート体制は、料金と同じくらい重要な判断材料です。これらを総合的に評価すること

で、ユーザーの最適な選択を支援できます。 
 

 

パート16: 

発言16-1: 家計管理アドバイザー 
節約志向の保護者には、本記事で紹介した4つの裏ワザをフル活用し、割引終了月の前半にトクトク
プラン2へ変更することを推奨します。自宅セット割の適用が難しい場合は、家族セット割の適用を検
討しましょう。 

発言16-2: 教育・子育て専門家 
19歳以上の学生には、家族セット割の適用を検討することを推奨します。手続きが面倒な場合は、
ahamoやpovoなどのオンライン専用プランとの比較も有効です。 

発言16-3: デジタルマーケティング専門家 
手間を惜しまない節約マニアには、「トクトクとミニミニの交互プラン変更」に挑戦する価値がありま

す。ただし、MNPの短期解約は8ヶ月以上の間隔を空けるなど、リスク管理を徹底してください。 



発言16-4: ITサポート専門家 
ITリテラシーが低い保護者には、無理にオンライン契約をせず、UQスポットなどの店舗で相談しなが
ら契約を進めることを推奨します。費用は少し高くなりますが、契約の失敗や設定の不安を解消でき

ます。 

発言16-5: 通信業界アナリスト 
UQモバイルは、その仕組みを正しく理解し、賢く活用すれば、家計の大きな助けとなる強力なツール
です。この記事が、ユーザーの最適なスマホ選びの一助となれば幸いです。 
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